
卓上バンドソー

TBS-50

このたびは、本製品をお買い上げいただきありがとうございます。
ご使用前に必ずこの取扱説明書を最後までよくお読みいただき、使用上の注意事項、
本機の能力、使用方法など十分ご理解のうえで、正しく安全にご使用くださるよう
お願いいたします。また、この取扱説明書は大切にお手元に保管してください。
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このたびは、本製品をお買い上げいただきありがとうございます。
安全に能率よくお使いいただくために、ご使用前にこの取扱説明書を最後までよくお読
みください。
使用上の注意事項、本機の能力、使用方法など十分ご理解のうえで、正しく安全にご使
用くださるようお願いいたします。

注意文の「  警告」、「  注意」の意味について
ご使用上の注意事項は「  警告」と「  注意」に区分していますが、それぞれ次の意
味を表します。

 警告 ： 誤った取扱いをしたときに、使用者が死亡または重傷を負う可能性が想定
される内容のご注意。

 注意 ： 誤った取扱いをしたときに、使用者が傷害を負う可能性が想定される内容
および物的損害のみの発生が想定される内容のご注意。

なお、「  注意」に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性が
あります。いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

「  警告」・「  注意」以外に製品の据付け、操作、メンテナンスなどに関する重要な
注意事項は「 」にて表示しています。安全上の注意事項と同様必ず守ってください。

■安全上のご注意
・ 火災、感電、けがなどの事故を未然に防ぐために、次に述べる「安全上のご注意」

を必ず守ってください。
・ ご使用前に、この「安全上のご注意」すべてをよくお読みのうえ、指示に従って正

しく使用してください。
・ お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる所に必ず保管してください。
・ 他の人に貸出す場合は、いっしょに取扱説明書もお渡しください。

　警　告

安全作業のために：

 1. 作業場は、いつもきれいに保ってください。
・	ちらかった場所や作業台は、事故の原因となります。

 2. 作業場の周囲状況も考慮してください。
・	電動工具は、雨ざらしにしたり、湿った、またはぬれた場所で使用しないで

ください。
・	作業場は十分に明るくしてください。
・	可燃性の液体やガスのある所で使用しないでください。

 3. 感電に注意してください。
・	電動工具を使用中、身体をアースされているものに接触させないようにして

ください。（例えば、パイプ、暖房器具などの外枠）
 4. 子供を近づけないでください。

・	作業者以外、電動工具やコードに触れさせないでください。
・	作業者以外、作業場へ近づけないでください。

 5. 使用しない場合は、きちんと保管してください。
・	乾燥した場所で、子供の手の届かない所、または鍵のかかる所に保管してく

ださい。
 6. 無理して使用しないでください。

・	安全に能率よく作業するために、電動工具の能力に合った速さで作業してく
ださい。
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 7. 作業に合った電動工具を使用してください。
・	小型の電動工具やアタッチメントは、大型の電動工具で行なう作業には使用

しないでください。
・	指定された用途以外に使用しないでください。

 8. きちんとした服装で作業してください。
・	だぶだぶの衣服やネックレスなどの装身具は、回転部に巻込まれる恐れがあ

るので、着用しないでください。
・	屋外での作業の場合には、滑り止めのついた履物の使用をお勧めします。
・	長い髪は、帽子やヘアカバーなどで覆ってください。

 9. 保護めがねを使用してください。
・	作業時は、保護めがねを使用してください。また、粉じんの多い作業では、

防じんマスクを併用してください。
 10. 防音保護具を着用してください。

・騒音の大きい作業では、耳栓、耳覆い（イヤマフ）などの防音保護具を着用
してください。

 11. 集じん装置が接続できるものは接続して使用してください。
・	電動工具に集じん機などが接続できる場合は、これらの装置に確実に接続し、

正しく使用してください。
 12. コードを乱暴に扱わないでください。

・	コードを引っ張って電源コンセントから抜かないでください。
・	コードを熱、油、角のとがった所に近づけないでください。

 13. 加工するものをしっかりと固定してください。
・	加工するものを固定するために、クランプや万力を使用してください。手で

保持するより安全で、両手で電動工具を使用できます。
 14. 無理な姿勢で作業をしないでください。

・	常に足元をしっかりさせ、バランスを保つようにしてください。
 15. 電動工具は、注意深く手入れをしてください。

・	安全に能率よく作業していただくために、刃物類は常に手入れをし、よく切
れる状態を保ってください。

・	注油や付属品の交換は、取扱説明書に従ってください。
・	コードは定期的に点検し、損傷している場合は、お買上げの販売店に修理を

依頼してください。
・	延長コードを使用する場合は、定期的に点検し、損傷している場合には交換

してください。
・	握り部は、常に乾かしてきれいな状態に保ち、油やグリースなどが付かない

ようにしてください。
 16. 次の場合は、電動工具のスイッチを切り電源プラグを電源コンセントから抜い

てください。
・使用しない、または修理する場合。
・刃物、砥石、ビットなどの付属品を交換する場合。
・その他危険が予想される場合。

 17. 調節キーやレンチなどは、必ず取外してください。
・	電源を入れる前に、調節に用いたキーやレンチなどの工具類が取外してある

ことを確認してください。
 18. 不意な始動は避けてください。

・	電源プラグを電源コンセントにさし込む前に、スイッチが切れていることを
確認してください。

　警　告
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 19. 屋外使用に合った延長コードを使用してください。
・	屋外で使用する場合、キャブタイヤコード、またはキャブタイヤケーブルの

延長コードを使用してください。
 20. 油断しないで十分注意して作業を行ってください。

・	電動工具を使用する場合は、取扱方法、作業の仕方、周りの状況など十分注
意して慎重に作業してください。

・	常識を働かせてください。
・	疲れている場合は、使用しないでください。

 21. 損傷した部品がないか点検してください。
・	使用前に、保護カバーやその他の部品に損傷がないか十分点検し、正常に作

動するか、また所定機能を発揮するか確認してください。
・	可動部分の位置調整、および締付け状態、部品の破損、取付け状態、その他

運転に影響を及ぼす全ての箇所に異常がないか確認してください。
・	破損した保護カバー、その他の部品交換や修理は、取扱説明書の指示に従っ

てください。
	 取扱説明書に指示されていない場合は、お買上げの販売店に修理を依頼して
ください。スイッチが故障した場合は、お買上げの販売店に修理を依頼して
ください。

・	スイッチで始動、および停止操作の出来ない電動工具は、使用しないでくだ
さい。

・	異常・故障時には、直ちに使用を中止してください。
	 そのまま、使用すると発煙・発火、感電、けがに至るおそれがあります。
	 ＜異常・故障例＞
	 　・電源コードやプラグが異常に熱い。
	 　・電源コードに深いキズや変形がある。
	 　・コードを動かすと、通電したりしなかったりする。
	 　・焦げくさい臭いがする。
	 　・ビリビリと電気を感じる。
	 　・スイッチを入れても動かない。　等
	 すぐに電源プラグを抜いて販売店へ点検、修理を依頼してください。

 22. 正しい付属品やアタッチメントを使用してください。
・	この取扱説明書、および当社総合カタログに記載されている付属品やアタッ

チメント以外のものを使用すると、事故やけがの原因となる恐れがあるので
使用しないでください。

 23. 電動工具の修理は、専門店に依頼してください。
・	この製品は、該当する安全規格に適合しているので改造しないでください。
・	修理は、必ずお買上げの販売店にお申し付けください。
・	修理の知識や技術のない方が修理すると、十分な性能を発揮しないだけでな

く、事故やけがの原因となります。

この取扱説明書は、大切に保管してください。

 騒音について
ご使用に際し、周囲に迷惑をかけないように、各都道府県などの条例で定める

騒音規制値以下でご使用になる必要があります。必要に応じてしゃ音壁を設け

るなどしてください。

　警　告
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卓上バンドソーご使用に際して
先に電動工具として共通の注意事項を述べましたが、卓上バンドソーを使用の際には、

さらにつぎに述べる注意事項を守ってください。

 1. 使用電源は、銘板に表示してある電圧で使用してください。

・	表示を超える電圧で使用すると、回転が異常に高速となり、けがの原因になり
ます。

 2. 電源の接続前に、必ずアース（接地）してください。

・	アースしていないと、感電の原因になります。
 3. 使用前に本体を、安定した台などに固定してください。

・	確実に本体が固定されていないと、作業中に本体が振れたり、倒れたりして
けがの原因になります。

 4. 保護のソーカバーは、必ず材料の近くまで降ろして使用してください。

・	帯鋸刃が露出したままですと、けがの原因になります。
 5. 帯鋸刃は指定のものを使用してください。また、正しい方法で確実に取り付け

てください。

・ 指定外のものは、けがの原因になります。

 6. 切断する材料は、しっかりと支え保持してください。

・	保持がゆるいと、けがの原因になります。
 7. 切り落とし寸前や切断中に、材料の重みなどで帯鋸刃がはさみつけられないよ

うに、切断する部分に近い位置で支えるようにしてください。

・	帯鋸刃がはさみつけられると、けがの原因になります。
 8. 使用中は、帯鋸刃や回転部、切粉の排出部に手や顔などを近づけないでください。

・	けがの原因になります。
 9. 使用中、機械の調子が悪かったり、異常音がしたときは、直ちにスイッチを切っ

て使用を中止し、お買い上げの販売店に点検・修理を依頼してください。

・	そのまま使用していると、けがの原因になります。
 10. 誤って落としたり、ぶつけたときは、帯鋸刃や本体などに破損や亀裂、変形が

ないことをよく点検してください。

・	破損や亀裂、変形があると、けがの原因になります。
 11. 延長コードを使用するときは、アース線を備えた３芯コードを使用してください。

・	アース線のない２芯コードのみですと、感電の原因になります。
 12. 使用しないときは、スイッチを切ったのち、必ず電源コンセントからプラグを

抜いてください。

　警　告
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 1. 刃物類（帯鋸刃など）や付属品は、取扱説明書に従って確実に取り付けてくだ
さい。
・	確実でないと、はずれたりし、けがの原因になります。

 2. 帯鋸刃にヒビ、割れなどの異常がないことを確認してから使用してください。
・	帯鋸刃が破損し、けがの原因になります。

 3. 使用中は、軍手など巻き込まれる恐れがある手袋は着用しないでください。
・	回転部に巻き込まれ、けがの原因になります。

 4. 作業前に、帯鋸刃を空転させ、本体の振動や帯鋸刃の振れなどの異常がないこ
とを確認してください。
・	異常があるとけがの原因になります。

 5. 材料に釘などの異物がないことを確認してください。
・	刃こぼれや、反発から思わぬけがの原因になります。

 6. 切断しようとする材料の前方に手を置いたり、コードを材料の上に乗せたまま
作業しないでください。
・	手を切ったり、コードを切断し、感電の恐れがあります。

 7. スイッチを切った後も、惰性で回転している帯鋸刃に注意してください。
・	手などが触れると、けがの原因になります。

 8. 作業直後の帯鋸刃は高温になっているので、触れないでください。
・	やけどの原因になります。

 9. 回転させたまま、放置しないでください。
・	けがの原因になります。

 10. 定格時間以上の連続使用は、しないでください。
・	使用する場合は、必ず一度スイッチを切り、しばらくたってから使用してく

ださい。

　警　告
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2.2 - 3.3 ｍ /s
240 - 420min-1

3 - 6mm

30
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TBS-50
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対象商品 外観色調 生産時期 製造番号

MS-350 ダークグリーン

グリーン

ダークブルー
ダークブルー

S-801
S-801S
S-801M

1999年～2001年 44001～52000
90001～103000

12001～15730
6001～7828
7001～9000

178001～185000
2001年～2002年
2006年～2007年

2000年～2001年
2004年～2005年

2001年

詳細は右のQRコードまたはＵＲＬからご参照ください。

https://www.kyocera-industrialtools.co.jp/notices/2012/07/000371.html

当社サービスネットワークは、右のＱＲコード

またはURLからご確認ください。


